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Abstract: The goal of this study is to prevent congestion when lining up at hand-washing stations in order 

to prevent the spread of infection, and we aim to solve this problem by using a "trick. We set up a color-

changing version of an existing device. In this paper, we introduce the details and results of the 

verification. 

1  はじめに 

私たちの学校内の手洗い場には密を避けるために

縦に１メートル間隔で黄色いテープが貼られていま

す。しかしその黄色いテープ（写真１）の効果があ

まり見られず、生徒同士の間隔が空いていませんで

した。そこで、私達は 手洗い場に並ぶ際に生徒同

士の間隔が十分に空いていない点を課題として設定

しました。仮説として「別のマーク に変更して設

置することで生徒同士の間隔を開けることができる

（仮説①）」と「色の変化によって人の行動が変化

する（仮説②）」の２つに決定しました。 

写真１： 

 

 

 

 

 

 

私たちは、これまでに校内で既に存在している 

「ついつい並びたくなるマーク」に着目し、(写真

２）この課題に生かすことにしました。（仮説①）

そこでそのついつい並びたくなるマークを活用しよ

うと考えました。さらに仮説②を検証するために、

赤色と緑色の二色のマークを活用しました。私たち

の予想では、赤色のマークのほうが生徒同士が間隔

を空けて正確に並べるのではないかと考えました。 

写真２： 

 

 

 

2 提案方法 

研究発表 

3 検 証 

まず、１メートル間隔で貼られていた黄色いテー

プを動物の足跡に変更し、手洗い場の前に設置しま

した。動物の足跡のマークは緑色（写真３）と赤色

（写真４）の二色を用意し、それぞれ一週間ずつ検

証しました。私達の学校では昼休みに２０分、黙食

の時間があります。その中で「4 列に分かれて並ぶ

ことが出来ているか・１メートルの間隔をあけて並

ぶことが出来ているのか」の観点に注目して、黙食

時間が始まってすぐの５分間手洗い場の前を観察し

ました。それぞれ並べていた場合は〇、そうでなか

った場合✕という形で判断しました。 

 

 



写真３： 

 

 

 

 

 

 

写真４： 

 

 

 

 

 

 

「蛇口の前に４列に分かれて並ぶことができている

か」の点では、緑色のマークの方が並べていました。

赤色のマークの場合は足跡に一足ずつ足を合わせて

いる人がいたり、２足の足跡にマークを変更した効

果が見られているのではないかと感じました。「１

メートルの間隔をあけて並ぶことが出来ているの 

か」の点では、基本的には緑も赤も正確に並べてい

ました。（表１） 

表１:  

記録 １メートルの間隔

に並べているか 

足跡通りに四列

に並べているか 

11/12 〇 × 

11/15 〇 〇 

11/16 〇 〇 

11/17 〇 〇 

11/18 〇 〇 

11/19 × × 

11/22 〇 × 

11/23 × × 

11/24 × 〇 

11/25 × 〇 

写真５ 

 

 

 

 

 

しかし、赤色のマークはマークの横に立っていたり

マークを踏まないように立っている人が多くいまし

た。（写真５）その結果、 そのあとに並ぶ人もマ

ークの上に立つことが少なくなり、並ばないことが

見られました。 

3 むすび 

この検証で残った課題を解決するために再度検証が

必要であると考えます。しかし、私たちに残った課

題を解決する機会がないため最後まで検証ができま

せんでしたが、これまで一年間の活動はこれからの

生活に生かせることがあると思います。 
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